
Ⅰ．目的

地域基礎看護学講座では、地域基礎看護学とは何かと

いう検討に開学時から取り組んできた。開学 6 年目以

降となる平成17･18年度は、講座内にワーキンググルー

プを作り、学生の学びを基にした検討を継続している。

本報告は、その活動の一環である。本取り組みは、地域

基礎看護学講座で卒業研究を実施した学生の卒業時の到

達目標を明らかにすることを目指して行った第一段階の

試みである。

本学における卒業研究は、学士課程 4 年次前期に履

修する卒業研究Ⅰと後期に履修する卒業研究Ⅱから成

り立っている。卒業研究Ⅰでは、各学生が選択した看護

学領域において看護実践を行う。学生は個々に、その実

践経験の中から看護実践上の課題を見出す。卒業研究Ⅱ

では、卒業研究Ⅰで見出した看護実践上の課題について、

課題解決を目指した看護実践を行う。そして、その経過

及び成果を研究的にレポートにまとめる。

学生は、3 年次の領域別実習での実習体験を基盤に、

さらに卒業研究での実習を通して看護実践能力を身につ

けている。このことから、卒業研究を通して身につけて

いる看護実践能力の内容を明らかにし、到達目標を明確

にする必要がある。

本調査の目的は、「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」にお

いて学生が体験したこと（体験できた項目、学生の看護

実践の状況）を看護実践能力の項目に照らして確かめる

ことである。そして、最終的には、「地域基礎看護学卒

業研究Ⅰ」の具体的到達目標を看護実践能力という側面

から明確にすることを目指す。

Ⅱ．方法

1. 対象

平成 17 年度に「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」を履修

した学生 31 名のうち、卒業研究を担当している各教員

が担当学生の中から無作為に 1 名を抽出した。対象学

生の抽出は、卒業研究Ⅰを終了する 7 月中旬の時点で

行った。「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」の実施にあたっ

ては、学生は領域ごとにさらに 4 つのグループに分か

れる。対象とした学生数を領域ごとに見ると、グループ

1（公衆衛生看護領域）3 名、グループ 2（訪問看護領域）

1 名、グループ 3（精神看護領域）1 名、グループ 4（継

続看護領域）2 名の計 7 名であった。

なお、平成 17 年度「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」の

目的･目標と各グループ（各領域）の実習内容は、表 1

の通りである。卒業研究Ⅰは、4 月中旬～ 7 月中旬まで
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の週 3 日 13 週間で現地実習と学内学習を行う。この他

に、「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」を履修した全学生を

対象に、地域特性に応じた看護のあり方と方法の追究を

目的とした実習として、岐阜県内の過疎地域診療所およ

び後方支援病院における 2 日間の実習とその前後の学

内学習を行った。

2. データ収集方法

1）学生の体験を捉える枠組み : 平成 16 年 3 月に看

護学教育のあり方に関する検討会報告 1）として出され

た ｢ 看護実践能力育成の充実に向けた大学卒業時の到達

目標 ｣ で示された看護実践能力の項目（表 3 参照）を

実践体験を確認する際の枠組みとして用いた。

2）学生の体験の記述 : まず教員が、自身が担当した

調査対象学生について、｢ 地域基礎看護学卒業研究Ⅰ ｣

の間に体験したと判断した内容を記述し、次にその記述

内容を当該学生とともに見ながら話し合いを行い、学生

の体験の記述を作成した。具体的な手順は、下記のとお

りである。

（1）教員による学生の体験の記述 :「地域基礎看護学

卒業研究Ⅰ」の開始時は、調査対象とする学生を確定し

なかった。そのため、いずれの学生についても卒業研究

Ⅰ終了後に、「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」の間の学生

の体験を記述する可能性があることを念頭において卒業

研究指導を行うということについて、卒業研究担当教員

間で合意した。また、卒業研究Ⅰの実施中に学生の体験

を記述するための特別な記録を作成することや通常より

も多く現地指導を行うといった特別な取り組みを行うこ

とは計画せず、通常の卒業研究指導を実施するとし、そ

の中で学生の体験を捉えることとした。卒業研究Ⅰにお

ける教員の学生へのかかわりは、実習中ずっと現地で学

生についているわけではなく、学内又は実習施設での定

期的な学生との面接を通して、学生が主体的に現地指導

者と相談しながら看護実践を行うことを支援する形が主

である。

「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」が終了した 7 月中旬

に、調査対象とする学生を決定した。各教員は、対象と

した自身の担当学生について、看護実践能力の項目ごと

に、「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」の間に体験したこと

を教員の判断で記述した。記録方法としては、実践能力

の中項目のレベルで欄をまとめて書く形とし、記述した

文章中にさらにその体験が該当する細項目の番号を付け

た。既存項目に該当しないが体験したことに関してコメ

ントしたいことは、看護実践能力の項目の最後に記載す

る欄を設けた。

教員による学生の体験の記述例を表 2 に示した。

（2）対象学生と教員との話し合い : 教員が記録をした

後、各教員は当該学生と面接した。（1）の記述を学生と

ともに見ながら、学生自身がどのように感じているのか

という学生の自己評価を聞き、話し合いを行った。そし

て、学生の感じていることと話し合った内容を記述した。

3）地域基礎看護学講座の全教員による調査結果の検

討 : 各学生の体験及び話し合いの内容の記述、看護実践

能力の項目ごとの体験状況一覧を基に、学生の体験状

況について、地域基礎看護学講座の全教員で結果を検討

した。具体的には、各グループ（領域）の担当教員から、

担当しているグループ（領域）の学生の結果について意
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表 1　「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」の目的･目標および各グループ（領域）の実習内容
＜目的＞ 生活の営みのなかで人々の健康を支えるための看護活動を自ら実践することを通して、看護実践に必要な基礎的能力を培うと

ともに、社会における看護の特質を明らかにする。さらに、卒業研究Ⅰでの学修を通して、後続する卒業研究Ⅱにおける個別
の研究課題を明らかにする。

＜目標＞ 1. 地域における生活者としての対象のもつヘルスケアニーズ（看護課題）を明らかにして看護を計画･実施･評価･修正する方
法を学ぶ。
2. 看護の展開にあたっては、ヘルスケアニーズに対応できる（看護課題の解決に関連する）関連機関･人々と協働し、質の高
いヘルスケアサービスを提供する体制を整備する方法を学ぶ。
3. 地域特性に応じた看護のあり方と方法を対象者の立場にたって追究することができる。
4. 1 ～ 3 を通して、看護実践上の課題を明らかにする。

グループ 1
（公衆衛生看護領域）

グループ 2 グループ 3 グループ 4
（訪問看護領域） （精神看護領域） （継続看護領域）

施設 市町村保健ｾﾝﾀｰ 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 精神科病棟 慢性疾患病棟･外来
内容 家庭訪問、関係者等からの聞

き取りにより地域の特性･健
康課題を捉え、住民と解決を
検討する地区活動を体験。1
事例担当し継続家庭訪問。

受け持ち利用者への看護過程
の展開。家族を単位とした援
助、他職種との連携、ケアマ
ネジメントを含め体験。

受け持ち患者への看護過程の
展開。家族への援助、施設内
外の他職種との連携、地域の
社会資源把握を含めて行う。

受け持ち患者への看護過程の
展開。病棟、外来、家庭訪問
での援助。退院時必要な社会
資源を調べ紹介。



見を出し合った。そのことを通して、各グループ（領域）

の現状を共有した。

3. 実施時期

1）教員による学生の体験の記述と教員と学生との話

し合い : 平成 17 年 7 月～ 8 月

2）講座の全教員による調査結果の検討 : 平成 17 年 9

月～平成 18 年 4 月

4. 倫理的配慮

1）「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」を履修した全学生

への事前説明 : 全グループ（領域）の学生が集まる「地

域基礎看護学卒業研究Ⅰ」の講座ガイダンス時に、「地

域基礎看護学卒業研究Ⅰ」を履修した全学生に対して教

員がこのような取り組みを実施していることを説明し、

了解を求めた。

2）調査対象となった学生への説明と了解 : 対象となっ

た学生に対しては、各教員から、研究目的、方法、個人

が特定されないデータの扱い、拒否･中断の保証、拒否

が不利益をもたらさないことについて、文書を用いて説

明し、了解を得た。

　　

Ⅲ．結果

1. 学生ごとの体験の状況

学生ごとに体験の記述があった看護実践能力の項目を

表 3 に示した。表で○のある項目は体験の記述があっ

た部分である。細項目レベルでの体験が確認できた学生

全員について、教員が学生と話し合った際に体験したこ

とが追加された項目がいくつかあった。学生と話し合っ

た後に体験項目から削除されたのは、次の 2 件である。    

まず、No.2 の学生は、話し合いをしたことで、教員

は家庭訪問時に当然学生が対象者の血圧測定を実施して

いると考えていたが実際は実施していないことがわかっ

たというものである。次に、No.3 の学生は、体験の意

味の共有により、教員は、その体験を家族への援助や資

源活用の援助と考えていたが、学生はそこまでの意味を

感じなかったと確認できたことから項目を修正したとい

う場合であった。

2. グループ（領域）ごとの体験状況の検討

グループ（領域）ごとに地域基礎看護学講座の全教員

で調査結果を検討した際の意見をまとめたものが、表 4

である。

「Ⅰヒューマンケアの基本に関する実践能力」に関す

る項目は、各グループ（領域）の担当教員は、いずれの

グループ（領域）でもこの項目は学生がほぼ体験できた

と判断した。しかし、これまでの学生指導の経験から、「地

域基礎看護学卒業研究Ⅰ」の間に体験から学ぶことがで

きている学生もいるが「地域基礎看護学卒業研究Ⅱ」に

なってから学ぶ学生もおり、学生によって学び方に幅が

あるという意見、「Ⅰ－ 1）人の尊厳の重視と人権の擁

護を基本に捉えた援助行動」と「Ⅰ－ 2）利用者の意思

決定を支える援助」について、本当にできているのか疑

問という意見もあった。

「Ⅱ看護の計画的な展開能力」に関する項目では、看

護過程の展開は、各グループ（領域）の担当教員は、い

ずれのグループ（領域）でも体験できたと考えている。

Ⅰと同様に、学び方に幅があるという意見もあった。「Ⅱ

－ 7）看護の基本技術の適確な実施」については、グルー

プ（領域）によって意見が異なった。グループ 1（公衆

衛生看護領域）とグループ 3（精神看護領域）では、対

象者の日常生活自立度が高く、医療処置の必要度が低

いことから実施する技術が限られるという課題があった。

グループ 2（訪問看護領域）では、家庭訪問先での学生

の実践場面に教員が同席することはなく、できたかどう

かまで細かく確認できる状態ではないという課題があっ

た。グループ 4（継続看護領域）は、学内では実施して

いない技術が求められる場合があり、対応が難しい。学

生は自己学習が必要でもなかなかできないなど技術が十

岐阜県立看護大学紀要 第 8 巻 1 号 , 2007

̶ 5 ̶

表 2　学生の体験の記述例
学士課程で育成される看護実践能力の大項目・細項目 学生の体験したこと

Ⅰ　ヒュー
マンケアの
基本に関す
る実践能力

1）人の尊厳
の重視と人
権の擁護を
基本に捉え
た援助行動

（1）個別な価値観・信条や生活背景を持つ人の理解 認知症の家族員を持つ家庭に継続的に訪問し、本
人とのこれまでの関係から積極的な介護への取り
組みは難しいが介護者なりに担うべき介護を担お
うとしたり、デイサービス利用については世間の
目を気にして積極的になれなかったりする介護者
の気持ち・考えを捉え、介護者の気持ち・考え、
介護への取り組みを理解した（1）。

（2）人の尊厳及び人権の意味を理解し擁護する行動
（3）個人情報の持つ意味の理解、情報の適切な取り
扱い
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表 3　学生ごとの看護実践能力の項目に該当する体験の状況

学士課程で育成される看護実践能力の大項目・細項目
ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7
前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 後 後

Ⅰ 　
ヒューマ
ンケアの
基本に関
する実践
能力

1）人の尊厳の
重視と人権の擁
護を基本に捉え
た援助行動

（1）個別な価値観・信条や生活背景を持つ人の
理解

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○（2）人の尊厳及び人権の意味を理解し擁護する
行動

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（3）個人情報の持つ意味の理解、情報の適切な
取り扱い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2）利用者の意
思決定を支える
援助

（1）利用者の意思決定に必要な情報の提供 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
（2）利用者の思い・考え・意思決定の共有、意
思表明へ の援助、意思決定後の支援

○ ○ ○ ○ ○ ○

（3）利用者の意思の関係者への伝達、代弁者役
割の遂行

○ ○ ○

3）多様な年代
や立場の人との
援助的人間関係
の形成

（1）利用者の思い・考え等意思の適切な把握 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○（2）ケアに必要な他者との人間関係の形成 ○ ○ ? ? ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⅱ　看護
の計画的
な展開能
力

4）看護の計画
立案・実施・評
価の展開

（1）看護過程を展開するために必要な情報の収
集・分析と健康問題の判断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

（2）看護上の問題の明確化と解決のための方策
の提示

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（3）問題解決のための方法の選択、利用者への
インフォームドコンセント、直接的看護方法・
相談・教育の実施

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（4）実施した看護の事実に即した記録作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（5）実施した看護の評価、計画の修正・再構成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5）人の成長発
達段階・健康レ
ベルの看護アセ
スメント

（1）身体的変化の把握と判断 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
（2）認識・感情の動きと心理的変化の把握と判
断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（3）成長発達段階に応じた健康問題の把握と判
断

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6）生活共同体
における健康生
活の看護アセス
メント

（1）日常生活と家族生活のアセスメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

（2）地域を基盤にした人々の健康生活支援課題
の把握

○ ○ ○ ○ ○ ○

（3）学校生活に生じやすい健康問題の把握 ○

（4）労働環境、作業特性による事故や健康問題
の把握

（5）福祉等入所施設の利用者特性に応じた事故
や健康問題の把握

7）看護の基本
技術の適確な実
施

（1）各基本技術の目的・必要性の認識、正確な
方法の熟知

○ ○ ○ ○ ○ ? ?

○ ○

（2）利用者にとっての実施の意義と方法の事前
説明、了解の確保

○ ○ ○ ? ? ○ ○

（3）技術実施過程を通しての利用者の状態・反
応の判断、実施方法の調整

○ ○ ? ? ○ ○

（4）実施した成果・影響の客観的評価と利用者
による評価

○ ○ ? ?

（5）技術実施過程における危険性（リスク）の
認識とリスクマネジメント

? ?

Ⅲ　特定
の健康問
題を持つ
人への実
践能力

8）健康の保持
増進と健康障害
の予防に向けた
支援

（1）個人特性及び地域共同体特性に対応した健
康環境づくり

○ ○ ○ ○ ○

○（2）ライフサイクル各期の健康づくりへの支援 ○ ○ ○ ○

（3）健康診断にかかわる支援 ○

（4）感染症予防の活動 ○ ○ ○

9）次代を育む
ための援助

（1）思春期の健康問題への支援 △

（2）妊婦・出産期にある母子と家族への援助 △

（3）乳幼児のいる家族への支援 ○ ○ △

（4）健康障害を持つ児と家族への支援
（5）学生生活集団における健康問題の判断と支
援

（6）次代を育む家族機能の危機への支援
（7）性と生殖の健康問題を持つ利用者への支援 ○ ○

※表中前後は、学生との話し合い前後の意味
※表中○は項目に該当する体験あり。△は、直接対象に働きかけてはいないが、その援助について考えた場合。? は、その項目の体験をど
の程度で実施したと考えてよいか判断ができなかったという場合
※Ⅵ欄の○は、何らかのコメントが記載してあったという意味
※グループ 4 は、細項目レベルではデータが未分類のため、中項目レベルで○をつけ、その中項目に記述があったことを示している。
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表 3　学生ごとの看護実践能力の項目に該当する体験の状況（つづき）

学士課程で育成される看護実践能力の大項目・細項目
ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 4

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7
前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 後 後

10）慢性的疾患
を持つ人への療
養生活支援

（1）疾病・健康問題に応じた生活支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
（2）医学的管理と受診への支援 ○ ○ ○ ○

（3）労働にかかわる支援 ○

（4）家族への支援 ○ ○ ○ ○ ○

（5）療養生活にかかわる資源の活用支援 ○ ○ ○ ○ ○

11）治療過程・
回復過程にある
人への援助

（1）受けている治療法の影響の判断と予測
（2）治療法に基づく個別援助
（3）安全・安楽を充たす日常生活援助 ○ ○

（4）リハビリテーションへの援助 ○ ○

（5）家族への支援 ○ ○

12）健康の危機
的状況にある人
への援助

（1）生命の危機状態の判断と救命処置 △

（2）心の危機状態の判断と緊急対応 △

（3）事故の特性に応じた救急処置・援助
（4）本人への適確な状況説明
（5）家族への支援

13）高齢期にあ
る人の健康生活
の援助課題の判
断と支援

（1）その人らしく尊厳ある生活の保障 ○ ○ ○ ○ ○

○

（2）健康障害の予防と健康生活の支援 ○ ○ ○

（3）治療、リハビリテーション過程への援助 ○ ○

（4）生活機能障害のある高齢者の生活適応への
支援

○

（5）家族への支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14）終末期にあ
る人への援助

（1）身体的苦痛の除去
（2）死にゆく人の苦悩の緩和
（3）基本的欲求の緩和
（4）死にゆく人の自己実現（希望の実現）への
支援

○

（5）看取りをする家族への支援 ○

（6）遺族への支援
Ⅳ　ケア
環 境 と
チーム体
制整備能
力

15）地域ケア体
制の充実に向け
た看護の機能

（1）人々の生活の営みの中での援助 ○ ○ ○ ○ ○

（2）健康生活を守る市民活動における市民との
連携

○ ○ ○ ○ ○ ○

（3）健康危機管理及びその対策と看護職の責務・
実践

（4）保健福祉事業における看護の機能 ○ ○ ○ ○ ○

16）看護職チー
ム・保健・医療・
福祉チームでの
協働・連携

（1）利用者の個別ニーズを充足する連携・協働 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○（2）チームの一員として自覚と責任ある行動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（3）ヘルスケアサービス利用支援 ○ ○ ○ ○

17）ヘルスケア
提供組織の中で
の看護の展開

（1）ヘルスケアの提供組織の仕組み、看護サー
ビス提供組織の理解

○ ○ ○ ○

○（2）看護サービス提供にかかわる運営、法的・
経済的背景の理解

○ ○ ○ ○

（3）医療・保健・福祉・介護に関する経済的・
政策的課題の理解

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⅴ　実践
の中で研
鑚する基
本能力

18）看護実践充
実にかかわる研
究成果の収集と
実践への応用

（1）看護実践における課題や疑問の解決に向け
た文献・情報の収集

○ ○ ○

○
（2）特定の看護実践課題の改善・充実に向けた
研究成果の応用

○

19）看護実践を
重ねる過程で専
門性を深める方
法の修得

（1）自己の看護実践過程の客観的事実としての
把握

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（2）看護実践方法の改善課題の整理・解決 ○ ○ ○ ○ ○

（3）社会の変革の方向を理解した看護学の発展
の追求

○ ○ ○ ○

Ⅵ . 上記に該当しないが学生の体験としてコメントしたいこと ○ ○ ○ ○

※表中前後は、学生との話し合い前後の意味
※表中○は項目に該当する体験あり。△は、直接対象に働きかけてはいないが、その援助について考えた場合。? は、その項目の体験をど
の程度で実施したと考えてよいか判断ができなかったという場合。
※Ⅵ欄の○は、何らかのコメントが記載してあったという意味
※グループ 4 は、細項目レベルではデータが未分類のため、中項目レベルで○をつけ、その中項目に記述があったことを示している。
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表
4　
講
座
内
で
の
話
し
合
い
( グ
ル
ー
プ
ご
と
の
状
況
）

学
士

課
程

で
育

成
さ

れ
る

看
護

実
践

能
力

の
項

目
グ

ル
ー

プ
1(

公
衆

衛
生

看
護

領
域

）
グ

ル
ー

プ
2(

訪
問

看
護

領
域

）
グ

ル
ー

プ
3(

精
神

看
護

領
域

）
グ

ル
ー

プ
4(

継
続

看
護

領
域

）
Ⅰ

　
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ケ
ア

の
基

本
に

関
す

る
実

践
能

力

1）
人

の
尊

厳
の

重
視

と
人

権
の

擁
護

を
基

本
に

捉
え

た
援

助
行

動
　

2）
利

用
者

の
意

思
決

定
を

支
え

る
援

助
　

3）
多

様
な

年
代

や
立

場
の

人
と

の
援

助
的

人
間

関
係

の
形

成

ほ
ぼ

体
験

で
き

て
い

る
。

体
験

か
ら

学
ぶ

こ
と

が
で

き
て

い
る

学
生

も
い

る
が

、
卒

研
Ⅱ

に
な

っ
て

学
ぶ

学
生

も
お

り
、

幅
が

あ
る

と
感

じ
る

。

や
れ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
卒

研
指

導
の

過
程

で
は

、
対

象
者

の
意

向
に

沿
っ

た
援

助
に

つ
い

て
考

え
、努

力
で

き
た

。
Ⅰ

－
1）

2）
は

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
難

し
い

担
当

患
者

で
、

そ
の

人
が

今
ど

う
思

っ
て

い
る

か
を

考
え

て
や

っ
て

い
た

。 

Ⅰ
の

尊
厳

、
意

志
決

定
に

関
し

て
は

習
得

で
き

た
。

精
神

科
で

は
人

権
問

題
が

重
要

で
あ

る
。

Ⅰ
－

1）
で

個
人

情
報

管
理

の
必

要
性

に
つ

い
て

、
カ

ル
テ

か
ら

収
集

し
た

情
報

に
つ

い
て

対
象

か
ら

「
な

ぜ
知

っ
て

い
る

の
?」

と
聞

か
れ

体
験

的
に

重
要

性
を

学
習

し
た

。
Ⅰ

－
1）

2）
は

本
当

に
で

き
て

い
る

の
か

?3
）

は
領

域
実

習
で

も
体

験
し

て
い

る
の

で
で

き
る

。 

Ⅱ
　

看
護

の
計

画
的

な
展

開
能

力

4）
看

護
の

計
画

立
案

・
実

施
・

評
価

の
展

開
　

5）
人

の
成

長
発

達
段

階
・

健
康

レ
ベ

ル
の

看
護

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
6）

生
活

共
同

体
に

お
け

る
健

康
生

活
の

看
護

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
7）

看
護

の
基

本
技

術
の

適
確

な
実

施
　

　

ほ
ぼ

体
験

で
き

て
い

る
。

体
験

か
ら

学
ん

で
い

る
学

生
も

い
る

が
、

卒
研

Ⅱ
に

な
っ

て
学

ぶ
学

生
も

お
り

、
幅

が
あ

る
と

感
じ

る
。

Ⅱ
－

7）
は

実
施

す
る

技
術

が
限

ら
れ

て
お

り
、

技
術

項
目

の
実

施
が

難
し

い
。

教
員

は
当

然
血

圧
測

定
を

実
施

し
て

い
る

と
思

っ
て

い
た

が
、

話
し

て
み

て
実

施
し

て
い

な
い

こ
と

が
分

か
っ

た
と

い
う

こ
と

が
あ

っ
た

。

や
れ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
卒

研
指

導
の

過
程

で
は

、
対

象
者

の
意

向
に

沿
っ

た
援

助
に

つ
い

て
考

え
、

努
力

で
き

た
。

Ⅱ
－

7）
は

で
き

た
か

ど
う

か
ま

で
細

か
く

チ
ェ

ッ
ク

で
き

る
状

況
で

は
な

か
っ

た
。

体
験

し
た

技
術

を
書

い
て

い
る

。
じ

ょ
く

創
処

置
、

血
糖

チ
ェ

ッ
ク

な
ど

習
得

で
き

て
い

る
。

看
護

過
程

も
習

得
で

き
て

い
る

と
思

う
。

Ⅱ
－

7）
の

基
本

技
術

は
患

者
が

自
立

し
て

い
る

場
合

、
習

得
す

る
機

会
に

乏
し

い
。

慢
性

期
で

社
会

復
帰

を
目

指
す

患
者

を
担

当
し

た
り

す
る

と
技

術
を

行
う

こ
と

が
な

い
。

看
護

過
程

の
展

開
は

で
き

て
い

た
。

こ
れ

を
し

な
い

と
実

習
で

き
な

い
。

Ⅱ
－

7）
は

学
内

演
習

で
未

体
験

の
技

術
が

必
要

な
場

合
は

、
フ

ォ
ロ

ー
が

難
し

い
。

病
棟

ス
タ

ッ
フ

と
連

絡
し

、
で

き
る

技
術

は
実

施
す

る
が

、
糖

尿
病

患
者

の
爪

切
り

を
行

い
、

傷
つ

け
て

し
ま

っ
た

こ
と

が
あ

っ
た

。
自

己
学

習
の

必
要

性
を

感
じ

て
も

な
か

な
か

や
れ

な
い

。
技

術
実

施
は

教
員

が
同

席
、
看

護
師

同
席

、
学

生
の

み
で

実
施

も
あ

る
。

全
身

清
拭

は
学

生
一

人
で

は
十

分
に

で
き

な
い

。

Ⅲ
　

特
定

の
健

康
問

題
を

持
つ

人
へ

の
実

践
能

力

8）
健

康
の

保
持

増
進

と
健

康
障

害
の

予
防

に
向

け
た

支
援

　
9）

次
代

を
育

む
た

め
の

援
助

　
10

）
慢

性
的

疾
患

を
持

つ
人

へ
の

療
養

生
活

支
援

　
11

）
治

療
過

程
・

回
復

過
程

に
あ

る
人

へ
の

援
助

　
12

）
健

康
の

危
機

的
状

況
に

あ
る

人
へ

の
援

助
　

13
）

高
齢

期
に

あ
る

人
の

健
康

生
活

の
援

助
課

題
の

判
断

と
支

援
　

14
）

終
末

期
に

あ
る

人
へ

の
援

助

担
当

事
例

に
よ

り
該

当
項

目
が

異
な

る
。

色
々

な
年

代
層

の
人

に
接

す
る

こ
と

は
で

き
る

。
認

知
症

高
齢

者
へ

の
支

援
を

行
っ

た
が

、
学

生
は

、
認

知
症

を
通

し
て

子
ど

も
へ

の
か

か
わ

り
も

考
え

た
と

い
う

こ
と

で
項

目
に

加
え

た
。

し
か

し
、

考
え

た
だ

け
で

よ
い

の
か

? 

担
当

し
た

対
象

の
特

性
に

よ
る

。
受

け
持

ち
以

外
の

事
例

を
訪

問
し

た
こ

と
で

、
終

末
期

を
体

験
で

き
た

。

担
当

し
た

患
者

に
よ

る
。

担
当

ケ
ー

ス
で

左
右

さ
れ

る
。

全
部

の
項

目
を

体
験

す
る

こ
と

は
ケ

ー
ス

に
よ

り
困

難
。Ⅲ

－
10

）の
ケ

ー
ス

多
い

。
家

族
と

会
え

る
か

は
施

設
に

よ
っ

て
も

違
う

。
家

族
と

会
う

機
会

を
望

ん
で

も
機

会
を

も
て

な
い

の
が

殆
ど

。
家

族
へ

の
支

援
を

考
え

て
も

実
践

で
き

な
い

。
Ⅲ

－
13

）
高

齢
期

の
人

が
増

え
て

い
る

の
で

担
当

す
る

こ
と

が
ふ

え
て

い
る

。 

Ⅳ
　

ケ
ア

環
境

と
チ

ー
ム

体
制

整
備

能
力

15
）

地
域

ケ
ア

体
制

の
充

実
に

向
け

た
看

護
の

機
能

　
　

16
）看

護
職

チ
ー

ム
・

保
健
・
医

療
・
福

祉
チ

ー
ム

で
の

協
働
・

連
携

　
　

17
）

ヘ
ル

ス
ケ

ア
提

供
組

織
の

中
で

の
看

護
の

展
開

Ⅳ
－

16
）

は
必

要
性

を
理

解
す

る
レ

ベ
ル

ま
で

は
達

す
る

。
卒

研
Ⅰ

・
Ⅱ

と
も

で
き

る
ま

で
は

行
か

な
い

。
提

案
す

る
ま

で
は

で
き

て
い

た
。

Ⅳ
－

17
）

は
受

け
入

れ
て

く
だ

さ
る

施
設

に
影

響
を

受
け

る
。

→
実

習
施

設
の

体
制

を
作

る
こ

と
が

重
要

 

Ⅳ
－

15
）

は
、

個
別

事
例

の
援

助
に

終
始

、
地

域
ケ

ア
体

制
に

は
広

が
り

づ
ら

い
。

危
機

管
理

は
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
で

実
施

し
て

い
る

が
説

明
を

聞
け

て
い

な
い

。
Ⅳ

－
16

）
は

、
全

て
訪

問
看

護
師

と
同

行
訪

問
の

為
体

験
で

き
た

。
他

職
種

と
の

協
働

の
機

会
も

体
験

。
ST

,P
T
と

も
同

行
訪

問
し

た
。

チ
ー

ム
と

し
て

一
致

し
て

取
り

組
む

方
法

、プ
ラ

ン
作

り
、デ

ジ
カ

メ
を

使
っ

て
情

報
共

有
な

ど
具

体
的

に
見

る
こ

と
が

で
き

た
。

Ⅳ
－

17
）

大
き

い
体

制
は

考
え

る
機

会
が

な
か

っ
た

。 

看
護

チ
ー

ム
に

学
生

が
入

る
形

と
な

る
の

で
、

卒
研

Ⅰ
で

は
病

棟
内

の
看

護
チ

ー
ム

に
は

積
極

的
に

参
加

で
き

、
卒

研
Ⅱ

で
は

病
棟

外
・

他
職

種
へ

も
広

げ
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
PS

W
や

社
会

復
帰

施
設

で
あ

る
援

護
寮

の
ス

タ
ッ

フ
と

の
か

か
わ

り
な

ど
。

Ⅳ
－

15
） 
高

齢
者

は
い

ろ
い

ろ
な

サ
ー

ビ
ス

を
使

っ
て

い
る

の
で

体
験

で
き

る
。

Ⅳ
－

16
）　

チ
ー

ム
体

制
に

つ
い

て
は

、
ど

の
施

設
で

実
習

を
す

る
か

に
よ

る
。

卒
研

Ⅰ
で

は
施

設
内

、
卒

研
Ⅱ

で
は

他
施

設
と

の
か

か
わ

り
も

で
き

て
い

た
。

合
わ

せ
て

視
野

が
広

が
っ

た
。

Ⅴ
　

実
践

の
中

で
研

鑚
す

る
基

本
能

力

18
）

看
護

実
践

充
実

に
か

か
わ

る
研

究
成

果
の

収
集

と
実

践
へ

の
応

用
　

　
19

）
看

護
実

践
を

重
ね

る
過

程
で

専
門

性
を

深
め

る
方

法
の

修
得

Ⅴ
－

18
）

は
卒

研
Ⅱ

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
卒

研
Ⅰ

で
も

考
え

る
機

会
や

や
れ

る
こ

と
が

あ
る

。
Ⅴ

－
19

）
は

、
個

別
支

援
の

記
録

指
導

、
教

員
と

の
振

り
返

り
を

通
し

学
習

で
き

た
の

で
は

な
い

か
。 

Ⅴ
－

18
）

ヒ
ン

ト
を

与
え

れ
ば

じ
ょ

く
創

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

情
報

収
集

が
で

き
て

い
た

。
Ⅴ

－
19

）
レ

ポ
ー

ト
作

成
の

中
で

自
分

の
体

験
を

客
観

的
に

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
た

。 

レ
ポ

ー
ト

を
ま

と
め

る
中

で
、

文
献

、
情

報
収

集
を

習
得

で
き

た
。

そ
の

他
コ

メ
ン

ト
特

定
地

域
実

習
は

、
診

療
所

と
後

方
病

院
の

連
関

等
体

験
、考

え
る

機
会

。
個

別
支

援
は

学
習

に
有

効
。

講
義

・
領

域
別

実
習

の
体

験
で

項
目

は
網

羅
で

き
る

が
、

実
習

で
す

べ
て

網
羅

は
困

難
。

何
が

で
き

れ
ば

そ
の

項
目

が
で

き
る

保
障

か
難

し
い

。

学
生

が
実

際
に

で
き

た
こ

と
で

、
○

を
つ

け
た

の
で

、
○

が
少

な
く

な
っ

た
。

学
生

に
よ

っ
て

習
得

状
況

(度
合

・
内

容
・

方
法

等
）

に
個

人
差

が
あ

る
。

卒
研

Ⅰ
か

ら
Ⅱ

へ
の

学
び

の
広

が
り

方
が

学
生

に
よ

っ
て

違
う

。



分ではないことから生じる課題が出された。

「Ⅲ特定の健康問題を持つ人への実践能力」では、い

ずれのグループ（領域）でも担当した患者によって体験

できる項目は異なるという意見であった。

「Ⅳケア環境とチーム体制整備能力」では、全体的に

見て、「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」では、実習施設内

での体験が主、あるいは、活動の話を聞くような体験に

なっている。そして、「地域基礎看護学卒業研究Ⅱ」では、

施設を超えた広がりの中で体験する、考えることがで

きているという意見であった。地域基礎看護学講座では、

平成 16 ～ 18 年度の「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」を

履修した全学生を対象に、特定地域実習として過疎地域

の診療所および後方支援病院での実習を行った。その体

験の記述が今回の調査では出てこなかった。しかし、特

定地域での地域の現状とニーズ、看護提供体制のあり方

を検討することを目的とした実習であるため、特定地域

実習の学びや意味を確認することが必要との意見が出た。

「Ⅴ実践の中で研鑽する基本能力」では、いずれのグ

ループ（領域）も、自分自身の看護実践を振り返ってレ

ポートをまとめることで、「Ⅴ－ 19）看護実践を重ねる

過程で専門性を深める方法の修得」は、体験できている

という意見であった。「Ⅴ－ 18）看護実践充実にかかわ

る研究成果の収集と実践への応用」は、いずれのグルー

プ（領域）も「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」で実践やレポー

ト作成のための文献の収集・活用を体験している。しか

し、「地域基礎看護学卒業研究Ⅱ」における文献収集は

できなかったという意見も出た。

その他の意見として、卒業研究だけで全項目を網羅す

ると考えるのではなく、領域実習から含めて考える必要

がある、学生によって習得状況（度合い、内容、方法等）

に個人差がある、卒業研究ⅠからⅡへの学びの広がり方

が異なるといった意見が出た。

Ⅳ．考察

今回の取り組みから確認できたこと、さらに検討が必

要と考えられることは、以下の通りである。

1）どのグループも共通のこととして、「Ⅰヒューマ

ンケアの基本に関する実践能力」「Ⅱ看護の計画的な展

開能力」「Ⅳケア環境とチーム体制整備能力」「Ⅴ実践の

中で研鑽する基本能力」は、学生が体験できていると判

断できた。これらのことから、基本的な看護の展開と振

り返りは体験できていると言えるのではないか。

2）「Ⅰヒューマンケアの基本に関する実践能力」は、

内容が抽象的であり、特に、「Ⅰ－ 1）人の尊厳の重視

と人権の擁護を基本に捉えた援助行動」、「Ⅰ－ 2）利用

者の意思決定を支える援助」は本当にできているのだろ

うかという意見があった。教員自身もこの項目の意味と

実践内容を考え、どのような体験から学生が何を学ぶの

かを具体的に明らかにし、共有する必要がある。

3）「Ⅱ看護の計画的な展開能力」の中の、「Ⅱ－ 7）

看護の基本技術の的確な実施」では、グループ 1（公衆

衛生看護領域）とグループ 3（精神看護領域）では対象

者の生活自立度が高いため、実施する機会が乏しい、実

施する技術が限られるという状況がある。グループ2（訪

問看護領域）とグループ 4（継続看護領域）では、実施

する機会はあるが実際の場面での細かな確認を教員は実

施していない、学生の自己学習が不十分、学内で実施し

ていない技術が必要な場合のフォローが難しいといった

状況がある。このように、看護の基本技術の実施につい

て、グループ（領域）によって課題に違いがある。体験

の機会を意識的に捉えて学生の指導に生かす、自己学習

の推進など学生が体験の機会を生かせるような指導が必

要ではないか。

4）「Ⅳケア環境とチーム体制整備能力」については、

どのグループ（領域）でも体験する機会はある。さらに、

特定地域実習をもっと生かすことができるとよい。しか

し、平成 19 年度から全学生が体験する特定地域実習は

実施せず、グループ 5（過疎地域看護）として過疎地域

での看護について学ぶグループ（領域）を設ける予定で

ある。そのため、全学生が体験することはできなくなる。

各グループ（領域）での体験からの学びを充実させるこ

とが必要である。

5）「Ⅴ実践の中で研鑽する基本能力」は、文献の活用、

自己の援助の振り返りは、「地域基礎看護学卒業研究Ⅰ」

で実施しており、さらに「地域基礎看護学卒業研究Ⅱ」

につながっているという意見があった。卒業研究におい

て自己の援助を振り返った体験は、卒業後に実践の中で

自己研鑽する方法として活かすことができると考えられ

る。自身の実践を見直し、能力を高め、提供するサービ

スの質を保証･向上させることは、専門職と称する職種
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であれば、基本的に身に着けるべき能力である。学生に

そのことを伝え、卒業研究の体験が卒業後に活きていく

ような下地を学生の認識の中に作ることも必要である。

6）「Ⅲ特定の健康問題を持つ人への実践能力」は、ど

のグループ（領域）も担当した事例によって体験が異な

るという意見があった。卒業研究Ⅰで体験することとし

て、すべての対象を網羅することは、地域基礎看護学講

座に限らずどの講座においても不可能である。卒業研究

Ⅰで習得する看護実践能力としては、特定の対象を通し

て、看護実践能力のⅠ、Ⅱ、Ⅳ、Ⅴの項目を体験し、ヒュー

マンケアの基本、看護過程の展開、チームでの看護実践、

実践を通した研鑽能力という基本的な部分をしっかりさ

せることが大切ではないかと考える。この部分が習得で

きていれば、卒業後の実践で、対象者が多様になったと

きに、基本的な学習の応用を広げていく力がつくと考え

られる。

7）今回の調査では、看護実践能力のどの項目を体験

したかを明らかにすることを目的とした。そして、卒業

研究における通常の学生指導の中で教員が捉えた学生の

体験を検討の土台とした。しかし、卒業研究Ⅰにおける

教員のかかわりは、学生から実践状況について報告を受

け、相談･助言による対応を行うことが中心であり、学

生の援助対象者への対応を直に観察する機会は少ない。

また、教員自身がどのような体験がどの実践能力の項目

に該当するといえるのか、どの程度実践できることで到

達したとするのかについて明確でないことを感じた。到

達目標として、具体的にこのことが実践できたから到達

したと判断できるようにするには、体験内容をさらに具

体化する必要がある。看護実践能力という側面から卒業

時の到達目標を明らかにするためには、学生の看護実践

の内容と実施の段階を具体的に表現するための更なる取

り組みが必要である。

文献

 1）看護学教育の在り方に関する検討会報告：看護実践能力育

成の充実に向けた大学卒業時の到達目標，平成 16 年 3 月

26 日
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